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                                資料２ 
 

令 和 ６ 年 ９ 月 １ １ 日 

京 都 市  都 市 計 画 局 

まち再生・創造推進室 

 

令和６年度 鴨川を中心としたまちづくりの取組について 

 

１ 事業実施に至る経過・背景 

 〇 河川空間は、その場所に身を置くことで自然を五感で体感し、Well-being の向上につ

ながる「人の生き方に影響を与える大きな存在」です。 

〇 なかでも、鴨川は、悠久の歴史の中で千年の都と京文化を育んできた川であり、大都

市にあって清澄さを保ち、憩いや交流の場として多くの人に親しまれている貴重な都市

空間であるとともに、自然と文化が融合した特有の景観「京都の水辺の風致」としての

価値を有しており、自然を感じ「人と人」の関係をつなげる役割を果たしてきました。 

 〇 令和５年８月に行われた京都市長と京都府知事との懇談会では、安心・安全な河川空

間づくりと一体となった鴨川の魅力向上に向けたまちづくりを進めるため、三条～四条

間において府市協調により鴨川の魅力向上に取り組んでいくことが確認されました。 

 〇 このような状況の元、令和６年１月に、三条～四条間で、先斗町まちづくり協議会を

はじめ様々な関係機関の御協力のもと、夜間景観づくりの実証実験を実施しました。 

 

２ 鴨川の魅力の向上に向けた取組 

 〇 京都府や様々な関係団体の皆様により、これまでにも以下の取組が継続的に実施され

ています。 

・ 治水、安全対策 

異常気象による局所的なゲリラ豪雨等による高水敷への浸水に対する安全確保等 

・ 生態系の保全 

様々な動植物が生息する生物多様性豊かな水辺環境の保全等 

・ ゴミの散乱やマナー違反対策 

オーバーツーリズム等によるゴミの散乱やマナー違反などに対し、市民の通行・憩

いの場として清潔で質の高い空間に維持・保全等 

 〇 上記に加え、鴨川の更なる魅力の向上を目指し、京都市では、令和６年度事業として、

夜間景観づくりや居心地の良い空間づくり、鴨川周辺のまちづくりと連動した魅力向上

などの取組を進めていく予定です。 

〇 特に夜間景観づくりに関しては、３月の鴨川府民会議で御報告した際に頂戴した、色

合いや陰影、周辺への影響等のご意見等を踏まえつつ、丁寧に内容を検討してまいりま

す。  
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３ 令和６年度の取組概要 

鴨川及びその周辺地域の魅力の向上に向け、三条～四条間の鴨川やその周辺地域におい

て、地域住民や関係機関とも連携し取組の機運醸成を図りながら、夜間景観づくり等の社

会実験の実施や効果検証など、鴨川を中心としたまちづくりに向けて取組を進めます。 

＜取組案＞ 

  ・鴨川のまちづくりを進めていく上でのビジョンやプロジェクトイメージの整理 

  ・鴨川（三条～四条間）やその周辺の地域の魅力の向上に繋がる取組の実施 

   （夜間景観づくりの社会実験など） 

  ・鴨川の魅力向上に対する取組への寄付の呼びかけ など 

 

４ 取組の予定 

 令和６年 ７月～   令和６年度の取組の企画、検討 

            取組に対する協力の呼びかけ 

            夜間景観社会実験の企画、検討、調整 

     １２月    鴨川府民会議への御報告 

 令和７年１～２月頃  夜間景観社会実験の実施 


